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大学における災害時避難状況追跡システム  
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	 平成２３年に発生した東日本大震災以降，我々は日頃から非常時への継続的な対策の必要性を意識するようになっ

た．大学においても，その対策の一つとして学生の状況をこまめに把握しておく必要性が高くなったと言える．我々

は，大学という特殊な状況において，非常時に学生の所在を速やかに把握するための方法を検討してきた．本研究で
は，学生が日頃から携帯している学生証および，スマートフォンに注目し，非常時の学生の所在を速やかに収集・公

開が可能な避難状況追跡システムの提案・構築を行う．また，本システムを用い，年１回行われる学内避難訓練にお

いて試験運用を行う． 

 

Evacuation behavior collecting system for university 
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In this paper, we considered that the way to collect the evacuation behavior status of the university students when natural 
disasters has occurred. We developed two systems of evacuation behavior collecting for university students. One of them was to 
use the student identification cards and the other was to use the Wi-Fi signal of smartphones students have. And we will show the 
results of which we tested the systems on disaster drill in our university, which was held in October every year.  

 
 

1. はじめに   	 	  

	 平成 23年 3月 23日に発生した東日本大震災以降，我々

は非常時への継続的な対策の必要性を意識するようになっ

た．大学などの高等教育機関においても，災害対策は必須

の事項としてとらえられており，筆者らが所属する愛知工

業大学（以降，本学とする）では，地域防災研究センター

(DPREC: Disaster Prevention REsearch Center)を 2005年に設

立し，地域の防災のための様々な取り組みを行っている． 

	 非常時には様々な対応を素早く行う必要があるが，その

中の１つとして重要な作業に安否確認がある．安否情報は

災害等の非常事態が発生した後，被害情報や余震などの予

測情報などと並び一般的に市民からの要求が非常に高い情

報である[1]．そのため，災害発生時から速やかに情報を収

集するための研究は多数行われており，その中には情報シ

ステムを利用した研究[2][3]も少なくない．また，安否確認

を迅速に行うために企業向け情報システムの提案や，個人

向けの安否確認サービスも提供されている．ただ，これら

のシステムに関する運用条件は，大学をはじめ特殊で厳し

い条件を満たす必要のある組織において，そのまま導入・

運用することは難しく，問題となる部分について補う仕組

みが必要である． 
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	 文献[4]に示されているように，安否確認のような非常時

のみ利用するシステムは，様々な工夫をしなくては期待し

た利用状況が得られないことがわかっている．特に３つの

点，そのシステムの周知が徹底されていること，使い勝手

がよくすぐに使えること，普段から使い慣れていることが

必要である．文献[5]においても大学という組織に特化した

安否確認システムが提案されており，文献[6]においては，

安否確認ではないが，防災システムでありながら平常時で

も利用可能なシステムを提案している．また，文献[7]によ

れば，多くのシステムが使用しているネットワークとデー

タベースなどのサーバ群なども，災害発生直後には何らか

の事故によってネットワークや電源等が消失し，使用不能

となってしまうことが示されており，そのような状況でも

利用可能な，アクシデントに強いシステムが必要とされて

いる． 

	 これらの点をふまえ，大学の特性を考慮し出席管理シス

テムと連携した安否確認システムの構築[8]を行っており，

さらに大学以外においても同様に特殊で厳しい要件を求め

られる環境に適応できるシステムの構築を目指している． 

	 本研究では，災害時の安否情報としてより詳細な情報を

得るために，避難状況を追跡し，避難行動中の人々がどの

ような行動を撮っているかを把握するシステムの検討を行

い，その試作と試験運用を行う． 
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Fig. 4-1 Summary of the system (2012) 
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Fig. 4-2 Screenshot of the application on tablet devices 
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Fig. 4-3 Real-time visualization of the evacuation status
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Fig. 4-4 Access point with a mobile battery 
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Fig 4-5 Check by the student card 
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Fig. 4-6 Placement of devices and evacuation routes, 2012 
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Fig. 4-7 Moving times of students from point 1 to point 4 
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Fig. 5-1 Summary of the system 
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Fig. 5-2 Application on tablet devices 
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Fig. 5-3 Situation of the checkpoint 6 

 

 

 

 

 5-4 2013  

Fig. 5-4 Placement of devices and evacuation routes, 2013 
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Fig. 5-5 Distribution of a certain SSID 
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Fig. 5-6 Signal strength at checkpoint 1 and 2 
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また，各システムは既設のネットワークや電源等災害時に

消失する可能性のある設備に依存しない災害に強いシステ

ムとして構築し，実際の試験運用において正しく追跡が行

えることを示した．また，本学で毎年行われている防災訓

練において，運用試験を行い本システムによって学生の状

況がこれまでより詳細に把握できることが示された． 

	 また，試験運用で得られた情報から，通常目視だけでは

感じることが難しい，避難時間の差などを得ることができ，

実際の災害時で問題となりそうな場所を分析可能であるこ

とが示された． 

	 ２つのシステムにはそれぞれの特徴があり， IC カード

を使用した場合は，正しくチェックを行うことで正確な集

計が可能であり，団体行動中の集団を素早く確認する際に

は有用な手段であると感じた．しかし，円滑な確認には徹

底した周知が必要であることが問題となる．Wi-Fi ルータ

を用いた場合は，ルータの設定だけを周知するだけで良い

ため，ICカードでの集計に比べ比較的簡単にデータ集計が

可能である．また，何らかのトラブルが発生してチェック

ポイントに到達できない場合であっても存在確認が可能で

あり，位置もある程度推定可能である点は，優れていると

感じた．災害時には視認できない人物の把握も重要である．  

	 現状でいくつかの課題がある．１つ目は今年度 Wi-Fi ル

ータを用いて学生の把握を行ったが，電波強度が強いため

ある程度の距離の推定はできるものの誤差が大きくなると

いう問題である．２つ目は，Wi-Fiの場合 ICカードと異な

り学生の識別を行うためには Wi-Fi の情報と学生の情報と

の事前の紐付けが必要であり，簡便な手法の検討を要する

事である．今後はこれらの課題に対応するため，BLE 

(Bluetooth Low Energy)やモバイルアドホックネットワーク

を用いたシステムの検討や，SSID上に識別情報を埋め込む

方法について検討をしたいと考えている． 
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